
様式１

令和2年度（２０２０年度）採択プログラム　中間評価調書（中間評価後修正変更版）※中間評価時からの修正

連合大学院
共同教育課

程

７．

10. 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

9． 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

14名

プログラム名称

ホームペー
ジ（URL）

１．

４．

マス・フォア・イノベーション卓越大学院

２． 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院によ
るものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

石橋　達朗（九州大学総長）（令和２年１０月１日交替）

３．

https://www.jgmi.kyushu-u.ac.jp/

最も関連の深い区分
（大区分）

最も関連の深い区分
（小区分）

B

12040

最も関連の深い区分
（中区分）

英語名称 Graduate Program of Mathematics for Innovation

主要区分

60

６．

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

設定する領域

情報科学、情報工学およびその関連分野

応用数学および統計数学関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

ひろしま　ふみお

さえき　おさむ

氏名（職名）

 ふりがな

統計数理研究所、理化学研究所（革新知能統合研究センター、数理創造プログラム）、富士通株式会社富士通研究所、マツダ
株式会社、住友電気工業株式会社、産業技術総合研究所、糸島市（地域振興課）、日本電信電話株式会社、イリノイ大学アー
バナ-シャンペーン校数学科（アメリカ）、カリフォルニア大学サンディエゴ校数学科（アメリカ）、ラ・トローブ大学数学
統計学科（オーストラリア）、国立シンガポール大学数学科（シンガポール共和国）、台湾師範大学数学科（台湾）、ツーゼ
研究所ベルリン（ドイツ）、トリノ工科大学（イタリア）、ライデン大学数学研究所（オランダ）、ルンド大学工学部（ス
ウェーデン）

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

数理情報学関連

12

学生の所属する
専攻等名

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

11． 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

プログラム責任者
      ふりがな

氏名（職名）

プログラム
コーディネーター

卓越大学院プログラム　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目1２、１３については非公表]

機関名 九州大学 整理番号 2004

廣島　文生（九州大学大学院数理学研究院・研究院長）（令和６年４月１日交替）

いしばし　たつろう

８．

九州大学　大学院マス・フォア・イノベーション連係学府

　　ふりがな

氏名（職名） 佐伯　修（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所・教授）

関連する領域（３）
【任意】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

なし

なし

５．

授与する博士学
位分野・名称

博士（学術）、博士（数理学）、博士（機能数理学）、博士（情報科学）、博士（経済学）、
博士（理学）、博士（工学）
付記する名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院プログラム

最も重視する領域
【必須】

関連する領域（１）
【任意】

関連する領域（２）
【任意】

J

60020

解析学、応用数学およびその関連分野

1



様式１

[公表]

プログラム担当者一覧
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

16 脇　 隼人

17 Gaina Daniel Mircea ｶﾞｲﾅ ﾀﾞﾆｴﾙ ﾐﾙﾁｬ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
大学院マス・フォア・イノベーション連係
学府・准教授

博士(情報科
学)

数理論理学、
圏論、形式手
法、ソフト
ウェア工学

数理モデリン
グ

応用代数

博士(機能数理
学)

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

ﾋﾛｾ ｹｲ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

ﾃﾛｳ ｱﾂｼ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
大学院システム生命科学府・准教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・准教授

博士(理学)

統計科学

ﾄﾐﾔｽ ﾘｮｳｺ

ﾜｷ ﾊﾔﾄ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
共創学部・准教授、大学院マス・フォア・
イノベーション連係学府・准教授

最適化博士(理学)

10  鍛冶 静雄

2

8

7

理学博士

ｼﾗｲ ﾄﾓﾕｷ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授／理化学研究所、革新知能統合研
究センター・客員研究員

博士(数理科
学)

ｶｼﾞﾜﾗ ｹﾝｼﾞ

共創力強化委員

11  田上 大助

12 Cesana Pierluigi

ﾐｿﾞｸﾞﾁ ﾖｼﾋﾛ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(理学)

ﾁｪｻﾞﾅ ﾋﾟｴﾙｲｼﾞ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
大学院マス・フォア・イノベーション連係
学府・准教授

Ph.D.
(Applied
Mathematics)

ﾀｶﾞﾐ ﾀﾞｲｽｹ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
大学院マス・フォア・イノベーション連係
学府・准教授

博士(数理学)

9 溝口 佳寛

 落合 啓之 2

ﾌｸﾓﾄ ﾔｽﾋﾃﾞ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

代数解析

可積分系

卓越社会人博士課程制度担
当

数学力アドバイザー

産学連携担当

2

1

1

2カリキュラム担当（数学）

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(工学)

 梶原 健司 入学試験担当

廣島　文生
（R6.4.1 交替）

年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

ｶｼﾞ ｼｽﾞｵ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(理学)

 福本 康秀 流体力学

確率論 白井 朋之

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・所長、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(工学)

ｵﾁｱｲ ﾋﾛﾕｷ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(数理科
学)3

番号 氏名 役割分担

1

現在の専門

場の量子論

広報担当

ｶﾜﾊﾗ ﾖｼﾉﾌﾞ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・客員教員、／理化学研究所、革新知
能統合研究センター 構造的学習チーム・
チームリーダー／大阪大学、大学院情報科
学研究科・教授

博士(工学)

ｶﾐﾔﾏ ﾅｵﾕｷ 神山 直之

佐伯 　修

離散最適化

機械学習

4

5

6

ｻｴｷ ｵｻﾑ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・副学府長

博士(理学)

ﾌﾘｶﾞﾅ ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

（プログラムコーディネーター）

4
トポロジー、
データ可視化

１4．

プログラム責任者 2

プログラムコーディネーター博士(理学)

ﾋﾛｼﾏ　ﾌﾐｵ

博士(数理科
学)

河原 吉伸

計算理論

位相幾何学

数値解析

PDE,
Calculus of
variations,
Materials
Science

九州大学、大学院数理学研究院・研究院
長、大学院数理学府・学府長、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・学
府長

13 手老 篤史

14  富安 亮子

15 廣瀨 　慧

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

1

1

1

1

1

1

数理データサイエンス教育
研究センター担当

2

2

マス・フォア・イノベー
ションセミナー担当

国際連携担当

モデリング力強化委員

共創力強化委員

統計力強化委員

スタディグループ担当

1

数学力強化委員 1

2



様式１

[公表]

九州大学、大学院経済学研究院・准教授、
大学院経済学府・准教授、大学院マス・
フォア・イノベーション連係学府・准教授

九州大学、大学院経済学研究院・教授、大
学院経済学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(学術)

Ph.D.(応用数
学)

ｵｵﾆｼ ﾄｼｵ

博士(数理科
学)

現在の専門

統計科学

ﾂｼﾞｲ ﾏｻﾄ
九州大学、大学院数理学研究院・教授、大
学院数理学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(理学)

九州大学, 大学院システム情報科学研究
院・教授、大学院システム情報科学府・教
授、大学院マス・フォア・イノベーション
連係学府・教授

博士(理学)

ﾀｹｳﾁ ｼﾞｭﾝｲﾁ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・教授、大学院システム情報科学府・教
授、大学院マス・フォア・イノベーション
連係学府・教授

博士(工学)竹内 純一

 廣川 真男

博士(情報理工
学)

Applied Math
for Energy、
Control
Theory

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

１４．プログラム担当者一覧（続き）

九州大学、 カーボンニュートラル・エネル
ギー国際研究所・准教授、マス・フォア・
インダストリ研究所・准教授、大学院数理
学府・准教授、大学院マス・フォア・イノ
ベーション連係学府・准教授

博士(工学)

博士(理学)

ｻｸﾗｲ ﾀﾞｲｽｹ

数理物理学

古典的実解析
学

力学系

計量経済学

18 Nguyen Dinh Hoa

19  廣瀬 雅代

ｲｼｲ ﾕﾀｶ
九州大学、大学院数理学研究院・教授、大
学院数理学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

原　　 隆

23  斎藤 新悟

24  新居 俊作 ﾆｲ ｼｭﾝｻｸ
九州大学、大学院数理学研究院・准教授、
大学院数理学府・准教授、大学院マス・
フォア・イノベーション連係学府・准教授

ﾋﾛｾ ﾏｻﾖ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・助教、大学院数理学府・助教、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・助教

ﾊﾗ ﾀｶｼ

ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｨﾝ ﾎｱ

辻井 正人
（R6.3.31プログ
ラム責任者交替）

20  石井 　豊

データ可視化

プラズマ理工
学

画像解析・実
データ解析

計算科学

機械学習、情
報理論

数理物理工学

制御工学

25  白谷 正治

26  内田 誠一

27  小野 謙二

ｳﾁﾀﾞ ｾｲｲﾁ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・教授、大学院システム情報科学府・教
授、大学院システム生命科学府・教授、大
学院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(工学)

ｼﾗﾀﾆ ﾏｻﾊﾙ

28

ﾔﾏﾓﾄ ｶｵﾙ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・准教授、大学院システム情報科学府・
准教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・准教授

Ph.D.
(ControlEngin
eering)

30

31

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・客員教授／富士通株式会社、富士通
研究所研究変革室・リサーチディレクター

理学博士22

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・教授、大学院システム情報科学府・教
授、大学院マス・フォア・イノベーション
連係学府・教授

工学博士

ｵﾉ ｹﾝｼﾞ

九州大学、情報基盤研究開発センター・教
授、大学院システム情報科学府・教授、大
学院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
九州大学、大学院基幹教育院・准教授、大
学院数理学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

Ph.D.
(Mathematics)

櫻井 大督

29

山本　薫

ﾋﾛｶﾜ ﾏｻｵ

博士(科学)

ﾀｷﾓﾄ ﾀﾛｳ
九州大学、大学院経済学研究院・教授、大
学院経済学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(経済学)32  瀧本 太郎

ｷﾀﾊﾗ ﾄﾓﾅﾘ
九州大学、大学院経済学研究院・教授、大
学院経済学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(工学)

33  大西 俊郎

34

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

共創力強化委員

カリキュラム担当（情報）

0.5

0.5

 北原 知就

35 小室 理恵 ｺﾑﾛ ﾘｴ

数学力強化委員

モデリング力強化委員

モデリング力強化委員

モデリング力強化委員

統計力強化委員

キャリア支援担当

経理担当

1

モデリング力強化委員

数理・データサイエンス教
育研究センター担当

1

共創力強化委員

モデリング力強化委員

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

1

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

0.5

0.5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

役割分担

36  佐竹 暁子 ｻﾀｹ ｱｷｺ
九州大学､大学院理学研究院・教授、大学院
システム生命科学府・教授、大学院マス・
フォア・イノベーション連係学府・教授

博士(理学) 数理生物学 数学共創モデリング担当 0.5

37 岩見 真吾 ｲﾜﾐ ｼﾝｺﾞ
九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・客員教員／名古屋大学、大学院理学
研究科・教授

博士(理学)
数理モデル型
の定量的デー
タ解析

数学共創モデリング担当 0.5

数学共創モデリング担当

0.5

1

統計科学

数理計画

応用数学

九州大学、大学院数理学研究院・教授、大
学院数理学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

力学系理論

力学系

博士(工学)

21

38 岡本　剛 ｵｶﾓﾄ ﾂﾖｼ

九州大学、基幹教育院・准教授、大学院数
理学府・准教授、大学院システム生命科学
府・准教授、大学院マス・フォア・イノ
ベーション連係学府・准教授

博士(工学)
システム神経
科学、生体医
工学

数学共創モデリング担当 0.5

39  有村 秀孝 ｱﾘﾑﾗ ﾋﾃﾞﾀｶ
九州大学、大学院医学研究院・教授、大学
院医学系学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(工学)

医用画像解
析、医学物
理、計算機支
援診断放射線
治療、コン
ピュータ支援
診断

数学共創モデリング担当 0.5

40  中島 直樹 ﾅｶｼﾏ ﾅｵｷ

九州大学、病院メディカル・インフォメー
ションセンター・教授、大学院医学系学
府、教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・教授

博士(医学)
医療情報学、
糖尿病学、内
科学

数学共創モデリング担当 0.3

3
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九州大学、大学院法学研究院・准教授、大
学院法学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

ﾋﾗｵｶ ﾔｽｱｷ 博士(理学)

1

 竹村 俊彦

情報法

理化学研究所、革新知能統合研究センター
トポロジカルデータ解析チーム・チーム
リーダー／京都大学、高等研究院・教授

Hur Vera Mikyoung

ﾊﾞﾘｼｭﾆｺﾌ ﾕﾘィ

イリノイ大学アーバナ-シャンペーン校、数
学科・教授、電気・コンピュータ工学科・
教授／九州大学、マス・フォア・インダス
トリ研究所・客員教員

Ph.D.(Mathema
tics)

理化学研究所、革新知能統合研究センター
圧縮情報処理ユニット・ユニットリーダー

ﾌｰ ﾍﾞﾗ ﾐｷｮｳﾝ

ﾀﾍﾞｲ ﾔｽｵ

ﾀ ﾋﾞｲｴ ﾄﾝ

九州大学、農学研究院・附属国際農業教
育・研究推進センター・准教授、大学院生
物資源環境科学府・准教授、大学院マス・
フォア・イノベーション連係学府・准教授

博士(工学)

 久保田 浩行

 坂東 麻衣

九州大学、生体防御医学研究所・教授、大
学院システム生命科学府・教授、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・教
授

博士(理学)

54

42 成原　慧

ﾏﾙﾔﾏ ｵｻﾑ

九州大学、大学院芸術工学研究院・准教
授、大学院芸術工学府・准教授、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・准
教授

博士(理学)

ｲﾄｳ ﾋﾛｼ

九州大学、大学院芸術工学研究院・准教
授、大学院芸術工学府・准教授、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・准
教授

博士(理学)

ﾅﾘﾊﾗ ｻﾄｼ

九州大学、大学院農学研究院・教授、大学
院生物資源環境科学府・教授、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・教
授

 丸山 　修44

49

修士(社会情報
学)

ﾀｹﾑﾗ ﾄｼﾋｺ

伊藤 浩史

 岡安 崇史 ｵｶﾔｽ ﾀｶｼ

九州大学、応用力学研究所・教授、大学院
総合理工学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(理学)48

46

52

１４．プログラム担当者一覧（続き）

ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門氏名

 Ta Viet Ton47

ﾃﾗﾓﾄ ｼﾝﾄｳ
九州大学、大学院法学研究院・教授、大学
院法学府・教授、大学院マス・フォア・イ
ノベーション連係学府・教授

法学士41  寺本 振透

45

43

ﾊﾞﾝﾄﾞｳ ﾏｲ
九州大学、大学院工学研究院・教授、大学
院工学府・教授、大学院マス・フォア・イ
ノベーション連係学府・教授

博士(工学)

応用トポロ
ジー

イリノイ大学アーバナ-シャンペーン校、数
学科・教授

Ph.D.(Mathema
tics)

気象学、大気
環境学

時間生物学

知的財産法

役割分担

博士(科学)

博士(農学)

数学共創モデリング担当

計算機科学

数学力アドバイザー

0.5

共創力アドバイザー

国際共創力強化インターン
シップ担当

統計力アドバイザー

0.5

ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

社会連携担当

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

0.3

53

数学力アドバイザー 0.5

0.5二宮 嘉行 ﾆﾉﾐﾔ ﾖｼﾕｷ

0.2

0.5

50

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

ｸﾎﾞﾀ ﾋﾛﾕｷ
システム生物
学

農業情報学

統計数理研究所、数理・推論研究系・教授 博士(学術) 統計学

51 田部井 靖生

 坪井 俊 ﾂﾎﾞｲ ﾀｶｼ

理化学研究所、数理創造プログラム・副プ
ログラムディレクター／武蔵野大学、数理
工学センター・客員研究員／東北大学、知
の創出センター・副センター長

理学博士

平岡 裕章

55 Baryshnikov Julijj 応用幾何学 1

0.5

56 Ni Lei ﾆ ﾚｲ
カリフォルニア大学、サンディエゴ校数学
科・教授

Ph.D.(Mathema
tics)

幾何解析 数学力アドバイザー 0.5

数学共創モデリング担当

生物情報科学

0.5

数学力アドバイザー 0.5

数学共創モデリング担当

数学共創モデリング担当

0.5

0.5

0.3

PDE,Applied
Mathematics

位相幾何学・
力学系理論

宇宙工学

確率微分・偏
微分方程式、
数理生物学、
ディープラー
ニング、コン
ピューターシ
ミュレーショ
ン

57 Prendergast Luke ﾌﾟﾚﾝﾀﾞｰｶﾞｽﾄ ﾙｰｸ ラ・トローブ大学、数学統計学科・教授
Ph.D.(Statist
ical Science)

統計科学 統計力アドバイザー 0.5

58  Toh Kim-Chuan ﾄｳ ｷﾑﾁｭｱﾝ 国立シンガポール大学、数学科・教授
Ph.D.(Mathema
tics)

Matrix
Optimization
Problems

数学力アドバイザー 0.5

59  Lin Chun-Chi ﾘﾝ ﾁｭﾝﾁ 台湾師範大学、数学科・教授
Ph.D.(Mathema
tics)

変分学 数学力アドバイザー 0.5

60 Verbitskiy Evgeny ﾍﾞﾙﾋﾞﾂｷｰ ｴﾌﾞｹﾞﾆｰ
フローニンゲン大学、ベルヌイ研究所・教
授／ライデン大学数学研究所・准教授

Ph.D.(Mathema
tics)

力学系 数学力アドバイザー 0.5

61  品野 勇治 ｼﾅﾉ ﾕｳｼﾞ
ツーゼ研究所ベルリン、数理最適化・科学
情報・研究員 博士(工学) 情報学 モデリング力アドバイザー 0.5

62  穴井 宏和 ｱﾅｲ ﾋﾛｶｽﾞ
富士通株式会社、富士通研究所 人工知能研
究所・所長

博士(情報理工
学)

計算代数・人
工知能

共創力アドバイザー 0.5

63 三宅 陽一郎 ﾐﾔｹ ﾖｳｲﾁﾛｳ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・客員教授／株式会社スクウェア・エ
ニックス AI部 ジェネラルマネージャー/
リードAIリサーチャー／株式会社スクウェ
ア・エニックス・ＡＩ＆アーツ・アルケ
ミー・CTO

博士(工学) 人工知能 モデリング力アドバイザー 0.1

64 竹ノ内 弘和 ﾀｹﾉｳﾁ ﾋﾛｶｽﾞ
日本電信電話株式会社、先端集積デバイス
研究所・所長 博士(工学)

先端集積デバ
イス

共創力アドバイザー 0.5

4
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博士(機能数理
学)

ｳﾗﾓﾄ ﾀｹｵ
九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・助教、大学院マス・フォア・イノ
ベーション連係学府・助教

博士(理学)

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授、大学院数理学府・教授、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・教授

博士(数理科
学)

暗号、群論、
離散数学

IoT，行動認
識

氏名

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・教授、大学院システム情報科学府・教
授、大学院マス・フォア・イノベーション
連係学府・教授

数理最適化70

理論計算機科
学67

浦本 武雄
（R3.4.1 追加）

ﾒﾗ ﾐﾂｸﾞ

博士(工学)

ﾇｲﾀﾞ ｺｳｼﾞ

１４．プログラム担当者一覧（続き）

ﾌﾘｶﾞﾅ

産業技術総合研究所、人工知能研究セン
ター・機械学習研究チーム長73 ﾔﾏｻﾞｷ ｹｲｽｹ 博士（工学）

75

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

山崎　啓介
（R4.4.1追加）

71
吉田　寛
（R4.4.1 追加）

データ科学68
目良 貢
（R3.4.1 追加）

69
九州大学、大学院理学研究院・助教、大学
院システム生命科学府・助教、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・助
教

伊豆永 洋一
（R3.6.1 追加）

ｲｽﾞﾅｶﾞ ﾖｳｲﾁ
九州大学、大学院経済学研究院・准教授、
大学院経済学府・准教授、大学院マス・
フォア・イノベーション連係学府・准教授

博士(工学)

野下 浩司
（R3.4.1 追加）

ﾉｼﾀ ｺｳｼﾞ

ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ

九州大学、大学院数理学研究院・准教授、
大学院数理学府・准教授、大学院システム
生命科学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

博士(理学)

マツダ株式会社、技術研究所・シニアスペ
シャリスト

年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名

66
荒川 　豊
（R3.4.1 追加）

現在の専門

異分野共創力強化インター
ンシップ担当

数理生物学

数理生物

数学共創モデリング担当

0.1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

モデリング力強化委員 1

数学共創モデリング担当

8

共創力アドバイザー 0.2

共創力強化インターンシッ
プ担当 1

数学共創モデリング担当 1

72
木村　慧
（R4.4.1 追加）

ｷﾑﾗ ｹｲ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・准教授、大学院システム情報科学府・
准教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・准教授

博士（情報理
工学）

数理最適化、
アルゴリズム

数学共創モデリング担当 0.5

65

モデリング力強化委員 1

0.5

数理統計、人
工知能、シ
ミュレーショ
ン

74
浦川　邦夫
（R4.4.1 追加）

ｳﾗｶﾜ ｸﾆｵ
九州大学、大学院経済学研究院・教授、大
学院経済学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士（経済
学）

応用経済学 カリキュラム担当（経済） 0.5

学位

縫田 光司
（R3.4.1 追加）

ｱﾗｶﾜ ﾕﾀｶ

博士(理学)

池田　達紀
（R4.4.1 追加）

ｲｹﾀﾞ ﾀﾂﾉﾘ
九州大学、大学院工学研究院・准教授、大
学院工学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

博士(工学)
物理探査学、
地震学

数学共創モデリング担当 0.5

76
川野 秀一
（R4.10.1 追加）

ｶﾜﾉ ｼｭｳｲﾁ
九州大学、大学院数理学研究院・教授、大
学院数理学府・教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・教授

博士(機能数理
学)

統計科学 統計力強化委員 1

77
池　祐一
（R5.4.1 追加）

ｲｹ ﾕｳｲﾁ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・准教授、大学院数理学府・准教授、
大学院マス・フォア・イノベーション連係
学府・准教授

博士(数理科
学)

位相的データ
解析

数学共創モデリング担当 1

78
池松 泰彦
（R5.4.1 追加）

ｲｹﾏﾂ ﾔｽﾋｺ

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・助教、大学院数理学府・助教、大学
院マス・フォア・イノベーション連係学
府・助教

博士(数理学) 暗号理論 数学力強化委員 1

79
孫　兆鴻
（R5.4.1 追加）

ｿﾝ　ﾁｮｳｺｳ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・准教授、大学院システム情報科学府・
准教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・准教授／株式会社サイ
バーエージェント・Reseach Scientist

博士（情報
学）

人工知能、計
算経済学、
マッチング理
論

数学共創モデリング担当 0.5

80
東藤　大樹
（R5.4.1 追加）

ﾄｳﾄﾞｳ　ﾀｲｷ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・准教授、大学院システム情報科学府・
准教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・准教授

博士（情報科
学）

アルゴリズム
的ゲーム理
論、マーケッ
トデザイン

数学共創モデリング担当 0.5

81
宮﨑　毅
（R5.4.1 追加）

ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｹｼ

九州大学、大学院経済学研究院・教授、大
学院経済学府・経済工学専攻長、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・副
学府長

博士(経済学) 財政学 数学共創モデリング担当 0.5

82
西村　友海
（R5.4.1 追加）

ﾆｼﾑﾗ ﾄﾓｳﾐ
九州大学、大学院法学研究院・准教授、大
学院法学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

博士(法学)

議論の理論、
論理学・数学
の哲学、人工
知能と法

数学共創モデリング担当 0.3

83
劉　維
（R5.4.1 追加）

ﾘｭｳ ｳｪｲ
九州大学、大学院工学研究院・准教授、大
学院工学府・准教授、大学院マス・フォ
ア・イノベーション連係学府・准教授

博士(工学)
原子力熱流
動、原子力安
全

数学共創モデリング担当 0.5

84
廣岡　真央
（R5.7.1 追加）

ﾋﾛｵｶ ﾏｵ
住友電気工業株式会社、研究企画業務部・
主席

学士（文化史
学）

研究企画
産学共創力強化インターン
シップ担当 0.1

85
前原　一満
（R6.1.1 追加）

ﾏｴﾊﾗ ｶｽﾞﾐﾂ

九州大学、生体防御医学研究所・助教、大
学院システム情報科学府・助教、大学院マ
ス・フォア・イノベーション連係学府・助
教

博士（芸術工
学）

エピジェネ
ティクス、オ
ミクスデータ
解析、多変量
解析

数学共創モデリング 0.5

86
鎌滝　晋礼
（R6.1.1 追加）

ｶﾏﾀｷ ｸﾆﾋﾛ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・准教授、大学院システム情報科学府・
准教授、大学院マス・フォア・イノベー
ション連係学府・准教授

博士（理学）
プラズマプロ
セス

数学共創モデリング 0.5
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様式１

[公表]

ｸﾞｴﾝ ﾃﾞｭｲ ﾋｴﾝ

0.5数学共創モデリング担当

科学技術・イ
ノベーション
政策、産学連
携

修士（理学）
九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授／東北大学、共創戦略セン
ター・特任教授（研究）

ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

数学力アドバイザ―

数学共創モデリング担当

（【2004】機関名：九州大学　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

90
Anders Rantzer
（R6.4.1 追加）

横尾　真
（R6.4.1 追加）

ﾖｺｵ　ﾏｺﾄ

九州大学、大学院システム情報科学研究
院・研究院長、大学院システム情報科学
府・学府長、大学院マス・フォア・イノ
ベーション連係学府・副学府長

マルチエー
ジェントシス
テム

博士(工学)

89
Yiannis
Karayiannidis
（R6.4.1 追加）

ﾔﾆｽ ｶﾗﾔﾝﾆﾃﾞｨｽ ルンド大学、工学部自動制御学科・准教授
Ph.D.
(Engineering)

0.2共創力アドバイザ―

ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位氏名

プログラム担当者一覧（続き）

西　正文
（R6.4.1 追加）

Nguyen Duy Hien
（R6.4.1 追加）

ｻﾄｳ　ﾌﾐｶｽﾞ
佐藤　文一
（R6.4.1 追加）

学研都市づく
り

学士（法学）
糸島市役所、経済振興部 学研都市づくり課
大学連携推進係・係長ﾆｼ ﾏｻﾌﾐ

0.5統計力強化委員

Applied
Statistics,
Mathematical
Statistics,
Statistical
Learning,
Optimization
Theory,
Machine
Learning

Ph.D.
(Statistics
and Image
Processing)

九州大学、マス・フォア・インダストリ研
究所・教授／ラ・トローブ大学、数理・物
理科学部・准教授

Marco Morandotti
（R6.4.1 追加）

Richard Pates
（R6.4.1 追加）

ｱﾝﾀﾞｰｽ ﾗﾝﾂｧｰ

87

１４．

トリノ工科大学、G.L.ラグランジュ数理科
学科・准教授 Ph.D.(Applied

Mathematics)

0.5ルンド大学、工学部自動制御学科・准教授
Ph.D.(Automat
ic Control)

Applied
Analysis

ﾏﾙｺ ﾓﾗﾝﾄﾞｯﾃｨ

Ph.D.
(Mathematics)

Optimization
and Systems
Theory

ルンド大学、工学部自動制御学科・教授

Control
Engineering,
Robotics

0.5

共創力アドバイザ―

共創力アドバイザ― 0.5

共創力アドバイザ―

役割分担

91

92

93

88

1

0.5

Control
Engineering

ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾍﾟｲﾂ

94

現在の専門

110

107

108

111

103

104

105

95

96

98

99

97

100

101

102

109

106
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

令和２年度（２０２０年度） 

卓越大学院プログラム 計画調書（中間評価後修正変更版）※採択時からの修正

[採択時公表] 

（１）プログラムの全体像【１ページ以内】
（申請するプログラムの全体像を１ページ以内で記入してください。その際、令和２年度（２０２０年度）「卓越大
学院プログラム」審査要項にある評価項目の「卓越性」、「構想の実現可能性」、「継続性及び発展性」、「大学院改革
事業としての意義」が明確になるように記入してください。） 

※ポンチ絵等の資料を添付することはできません。

【背景・対応】 AI 技術の爆発的発展により、データサイエンスは学術、技術、ビジネス、生活のあ

り方を激変させている。そうした中、数学には、その汎用性と厳密性によって、AI 技術の限界を克服

し、ひいては分野の壁を越えた他分野との積極的な協働を通して、人類社会の未来を切り拓く役割が

期待される。特に、現実にある問題の数学モデルを構築し、問題の解決に資するモデリングは、デー

タがないところでも威力を発揮でき、文理を問わず多様な分野に貢献するために必須のものである。

これらの社会的要請に応えるため、本「マス・フォア・イノベーション卓越大学院」構想（以下、「構

想」）は、国際的に優れた数学力を基盤に、数学モデリングを通して組織や分野の垣根を越えて各分野

で共創し、イノベーションを創出する卓越した数学博士人材を育成する。本構想の教育的卓越性は、

本学の数学人材育成の豊富な実績に基づき、「マス・ファイブ・フォース（MFF）」を備えた人材を、研

究科等連係課程実施基本組織として設置した「マス・フォア・イノベーション連係学府」を通して、

本学独自の分野横断型の新学位プログラム「ダ・ヴィンチプログラム」により育成する点にある。 

【実績・強み】 本学の数学人材育成の実績・強みの一端は以下のとおりであり、構想実現のための

体制・ノウハウは既に有している。（a）「数理学府」は、大学法人第 2期業務評価で 831 組織中 2組織

のみが受けた最高評価を獲得。これには、日本唯一の産業数学研究所「マス・フォア・インダストリ

研究所(IMI)」の優れた研究実績が寄与。（b）「システム情報科学府」を中心とする「数理・データサ

イエンス教育研究センター」は、文部科学省指定の全国教育強化拠点として数学を担当。(c)「経済学

府」は、数理的・計量的方法論で経済学を学べる日本で唯一の経済工学専攻を整備。

【取組の概要・卓越性】 こうした先端的な数学教育の実績及びリソースから養成される MFFとは、

（1）強力な数学力、（2）データ解析に必須の統計力、（3）複雑な課題の本質を見抜き数学モデルを構

築する、他分野連携で最重要なモデリング力、（4）多様な分野と協働し新たな価値を創造する共創力、

（5）4つの力を統合し局面に応じ必要な力を発揮してイノベーションを創出する創発力から構成され

る高度数学人材に必須の 5つの能力を指す。本構想では、この MFF を次の方法で組織的に養成する。

（1）数学力、（2）統計力、（3）モデリング力は、博士前期課程の「トランジション基礎科目群」を

通して、高いレベルでバランスよく養成。（4）共創力は、「数学共創実践科目群」を通して養成。その

中核「数学共創モデリング」（博士前期課程）では、学生が数学以外の共創研究分野のラボなどに所属

し、共創メンターの指導の下、当該分野の学生、若手教員等と協働しつつ基礎的事項を学び、数学モ

デリングの側面から貢献し、共同研究に取り組む。（5）創発力は、博士論文と「数学創発モデリング」

（博士後期課程）を通じ養成。そこでは、学生を共創研究分野の教員の元に派遣し、リバースメンタ

ーとして、他分野の教員や学生の研究を数学モデリングの観点から先導する機会を経験させる。 

本構想の学術的卓越性は、数学モデリングを基盤に先端的学際研究を先導する点にある。そのため、

産学・異分野連携の観点から国際的に最先端の以下の①～④の特徴的取組を開発・実施する。①数学

系の主研究メンター、異分野系の共創メンター、戦略的パートナーのイリノイ大学アーバナ-シャン

ペーン校（米国）、IMI 分室を置くラ・トローブ大学（豪州）など協力機関所属の国際系のグローバル

メンター、ポスドクによるヤングメンターの 4人体制、場合により産業系の実務メンターを含む「マ

ルチメンター制度」。②産学連携シーズ発掘に有効な全国規模の問題解決型短期集中合宿「スタディ

グループ」。③国際・異分野・産学の長期研究滞在「共創力強化インターンシップ」。④企業と連携し、

博士前期課程修了で就職し、同時に博士後期課程に進学する「卓越社会人博士課程制度」。

【戦略性】 本構想は、総長のリーダーシップのもと戦略的重要事項に位置づけられ、その継続・発

展性、大学院改革の意義は、以下のとおり総長の責任で明確に担保されている。

○ 本学が全学を挙げて取り組んでいる「指定国立大学法人」構想において、本プログラムをフラッ

グシップモデルとした分野融合型学位プログラムの充実・拡大を顕示。

○ 総長を機構長とする教育改革の司令塔「未来人材育成機構」を、本プログラムを総括する組織と

して明確に位置付け、プログラムの継続・発展性、成果の波及を全学的に図る体制を整備。

7



様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

（２）プログラムの内容【４ページ以内】
（プログラムの目的や養成する人材像、それに対する申請大学の大学院教育の現状と課題、本事業に取り組むべき
必要性を具体的に示してください。その上で、プログラムを構築・展開するカリキュラム及び修了要件等の具体的
な取組内容について、教育内容の体系性にも留意した上で説明してください。また、人材育成上の課題を明確にし
た上で、その課題解決に向け検証可能かつ明確な目標を、プログラムの目的にふさわしい水準で設定し記入してく
ださい。） 

※プログラムの内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。（文字数や行数を
考慮する必要はありません。）

【本構想の背景、育成する人材像と課題】 

深層学習を契機とした機械学習、AI の爆発的発展により、データサイエンス的方法論が、学術や技

術からビジネスや生活のあり方まで激変させている。一方、データのみに基づく AI 技術には限界が

あり、信頼できる精度、その理論的説明など、未知の要素も多い。そうした中、AI の弱点を克服しう

るものとして、数学の汎用性と厳密性が脚光を浴びている。数学はモデリングやシミュレーションを

通じて多様な分野で活かされ、データがないところでも威力を発揮し、それが社会に大きなインパク

トを与えつつある。数学の活用の成否が今後の社会のあり方に直接影響するが、それを担う体系的人

材育成システムは確立していない。そのことを表す、文部科学省・経済産業省「理数系人材の産業界

での活躍に向けた意見交換会報告書」(2019.3.26)における産業界の委員の発言を以下に引用する。

『我々は…社会が求める「大きな目的」の実現に向け、必要なことは何でも行う…だから、数理的

な能力が必要…。問題を抽象化し…本質を分類を超えて的確に捉える力です。…社会が、日本が求

めているのは、このような人材…。これからの数理的な人材には、もう一つ重要なことが必要…。

自らの数理的な力を使い、周りの人たちと「協創」する能力が必要…。この新しい「数理資本」を

もった人材の育成に成功している国はありません。だからこそ、日本にチャンスがあります。』 

このような人材が貢献しうる分野・その具体例として以下のようなものが挙げられる。 

○ 情報分野：世界にイノベーションを起こした Google 検索の基幹技術「PageRank」では、ウェブペ

ージ同士のつながりの確率論やランダム行列理論を用いた数学モデリングと解析が根幹にある。

○ 環境分野：気候変動に伴う集中豪雨や熱波など極端現象の増加に伴い、人的・経済的被害の拡大が

社会問題になっている。その解決には、従来型のシミュレーションだけでなく、数値モデルの高度

化、データ同化などの発達で今まで以上に数学の力が必須。ただし、地球科学研究者とその言語を

理解しつつ、数学的な言葉に翻訳し、エッセンスを数学モデリングとして構築・解析する力が重要。 

○ 疫学・公衆衛生分野：新型コロナウィルス等のパンデミックに対して即座に応答し、定量的な知見

を行政にフィードバックし、流行のコントロールに貢献するために必須の、高度な数学モデリング、

データ解析、シミュレーションなどの数学手法を自在に扱える人材を早急に育成する必要がある。

○ 法律分野：裁判官の納得には、法律文書の構造化と説得力ある結論の導出が不可欠だが、実際には

弁護士らが直感や経験に基づき対応。社会の複雑化に伴い、文書構造化モデルの構築が求められて

おり、数学的スキルが必要。法律家業務の理解・協働、数学モデリングができる博士人材の輩出で、

結論までの道筋の「見える化」、判決理解の深化が進み、社会を変えるインパクトを与える。

以上の例から、数学が他分野と連携する際、共通に求められる必須能力は数学モデリング力と言える。

つまり、高い数学的基盤能力を、数学モデリング力を通じて実際に活用できる人材＝「モデリング人

材」が、他分野の一定の知識を習得してその分野の研究者と連携し、様々な分野に本質的な貢献をす

ることが求められている。しかし、そのような人材は限定的である。その理由は、数学は他分野連携

に積極的に取り組んで来なかったこと、また、他分野は数学の力を評価・活用して来なかったことに

ある。その克服のため、他分野の研究者との共創と、社会を変革するイノベーション創発の概念の導

入が数学に求められる。一方、特に米国では、数学が社会のリーダーに重要な要素であるという考え

方が既に浸透しており、それが GAFA を生み出す素地となった。我が国では、数理・データサイエンス

に限れば、残念ながらその動きは諸外国に比べて数歩遅れており、対応は急務である。しかしながら、

広い範囲の数学で共創・創発のできるモデリング人材の組織的育成は世界的にも未開拓であり、本構

想は世界に先駆けてこれに取り組むものである。 

【九州大学で取り組む必然性】 

九州大学は数学の産業や社会への展開について日本で先駆けて組織的に取り組んできた。本構想の

中核部局である「数理学府」は、日本唯一の産業数学拠点として、抽象数学研究を発展させ、それを

応用にまで昇華できる教員を抱える世界的にも稀有な研究所である「マス・フォア・インダストリ研

究所(IMI)」と協力して先進的な取組を実施し、それにより第 2期中期目標期間の評価で 831 組織中 2
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

組織のみの最高評価を得た。連携部局の「システム情報科学府」と IMIは、文部科学省指定の「数理

及びデータサイエンスに係る教育強化」全国 6 拠点の中で数学分野を担当する。同じく連携部局の「経

済学府」は日本で唯一の経済工学専攻を有し、数理モデルをベースとした経済学を展開してきた実績

をもつ。さらに、2019 年 4 月には学内 5 つの共同利用・共同研究拠点が協力し、計測・計算・デー

タ・数理科学を統合した新たなアプローチで若手人材育成を目指す「汎オミクス計測・計算科学セン

ター」を設立し、数学を基盤とした学際研究の環境を整えた。本学では独自の「学府・研究院制度」

（P17 参照）のもと、分野横断的な組織の柔軟な運営が可能である。その上で、総長のリーダーシッ

プの下で新学位プログラム「ダ・ヴィンチプログラム」（P15 参照）の枠組みが構築されている。今

こそ、本学が有する全ての関連機関・分野を結集し、本構想を強力に実現する機が熟したといえる。

【育成する人材像】

本構想では、国際的に優れた数学力を基盤にして、組織や分野の垣根を越え、数学モデリング力を活

かして各分野で共創し、イノベーションを創出する卓越した数学博士人材である「マス・フォア・イ

ノベーション プロフェッショナル（MFI プロフェッショナル）」を輩出するため、以下の 5 つの力＝

「マス・ファイブ・フォース（MFF）」を養成する。 

(1) 広範な数学分野に深く習熟し、高く柔軟な数学力

伝統的訓練を、時間をかけて粘り強く行い、基礎を徹底的に鍛える【数学は一日にしてならず】

(2) データハンドリングに必須の統計力

統計理論とプログラミングをバランスよく実践的に身につけさせる【数理統計は意思決定の源】

(3) 複雑な課題の本質を見抜き、数学モデルを構築するモデリング力

他分野の課題を理解し数学・統計から適切な手法を抽出してモデル化【数学の他分野連携の鍵】

(4) 数学と他分野の知識を持ちこれらの分野の研究者と協働し創造する共創力

数学と他分野の言葉、文化を理解しチームワークを作る【コミュニケーション力が全ての基盤】

(5) 以上の４つの力を統合してイノベーションを創出する創発力

4 つの力を統合し局面や場合に応じて必要な力を発揮する【創発力で社会を変革】

MFF を備えた MFI プロフェッショナルは多様な分野で数学のニーズに応え、「数理資本主義」なる新

しい産業・社会構造の中核で研究を通じ社会を牽引、中・長期的に日本の国力を飛躍的に強化する。 

【育成するための方策】 

MFI プロフェッショナル育成のため、以下の方針でプログラムを構築する。 

現状の課題とそれを乗り越えるための「コアコンセプト」 

IMI がある本学でさえ、これまでカリキュラムとして数理学専攻の学生が他分野教員から教育を受

ける機会はほとんどなく、必要な知識・技術の習得は自主学習に任されていた。そのため、より上位

のスキルに至らず、異分野連携活動にも多くの課題を抱えている。本構想では、教育組織・研究組織

を分離して柔軟な運営を可能にする本学独自の学府・研究院制度及び本構想に最適なオーダーメイド

型カリキュラム実現のため、分野横断型の新学位プログラムダ・ヴィンチプログラム（P15 参照）を

フル活用し、新設した研究科等連係課程実施基本組織としてのマス・フォア・イノベーション連係学

府を通して、数学と他分野の教育組織の恒常的・強力な有機的連携を形成する。この連携は、政策立

案、ビジネス、経営、法律、医療、医学、感性、脳科学、生物、物理、計算科学、デザイン、気候、

農業、宇宙、エネルギー等、総合大学である本学の持つリソースを活かし、多様な分野の第一線の研

究者を「横」に結集することで実現する。また、学生はこれらの教員から最先端の教育を受けること

はもちろん、逆に学生が教員や他の学生にリバースメンターとして数学を教えるなどの「縦」の連携

も強化する。これらの特徴的な縦横マルチ方向の連携による教員・学生一体となった大学院改革の新

しい形を本学はもちろん他大学にも提示・発信し、そのノウハウ・成果を波及させていく。

コアコンセプトに基づく MFF 養成のための体系的カリキュラム

(1)数学力・(2)統計力・(3)モデリング力 博士前期課程で最初に他専攻の学生にも配慮した基礎的

な必修科目「トランジション基礎科目群」を配置し、数学力・統計力・モデリング力の基礎を徹底的

に教育する。特に、モデリング力は本構想の鍵であり、他分野の研究者による実践的なモデリング教

育を行うことで、他分野の言葉や文化に触れる共創の第一歩となるようにする。その基盤の上に専門

的な科目を加え、数学力・統計力・モデリング力を高いレベルでバランスよく養成する。例えば数理

解析や計算代数に加えて、統計、情報数理、共創諸分野の基礎知識を教育することで、現代数学に基

礎をおきながらも、他分野で数学を活かす際に必須の高いスキルを持った人材の育成が可能になる。
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

（4）共創力 「数学共創実践科目群」（下図の青い枠内の科目及び関連する科目等）を配置する。中

核となる「数学共創モデリング」では、学生は共創研究分野のラボなどに所属し、当該分野の学生、

若手教員らと協働しつつその分野の基礎的事項を学ぶ。また、数学モデリングの側面から当該分野に

貢献しつつ、共同研究・共著論文・学会発表等に取り組む。「スタディグループ」では、担当教員・全

学年の学生に加え、企業・学部生・他大学からの参加者を集め、様々なテーマでの課題について切磋

琢磨しながら解決を目指す全国規模の問題解決型短期集中合宿を開催する。このような合宿は数学分

野では本学が日本で初めて実施しており、本構想では、更に数学が貢献しうる様々な社会課題を設定

し、今までにないコンセプト・規模で行う。これは本構想の社会への発信、ノウハウ・成果の普及も

強く念頭に置く。「共創力強化インターンシップ」として 3種類、(ⅰ)国際、(ⅱ)異分野、(ⅲ)産学の

3 つの共創力強化を主な目的とする選択必修のインターンシップを準備する。(ⅰ)の準備として英語

による講義を配置、英語スキルを高める授業を提供し、創発力強化にも資する（(5)参照）。(ⅱ)では、

異分野の研究拠点等に長期滞在し、数学モデリングの観点から貢献して共同研究を行い、成果を学位

論文につなげることを目指す。(ⅲ)に関して、博士後期課程での企業インターンシップは、数学分野

では産業界の協力をとりつけ本学が初めて実施したものであり、88 件（うち海外 11 件）の実績があ

る。これを受けて米国でも同様の活動が開始されるなど、世界的にもインパクトがある取組である。 

（5）創発力 主に博士論文・審査と「数学創発モデリング」を通じて養成する。数学創発モデリング

では、共創のノウハウを学内に波及させるため、学生を共創分野の学内教員のもとに派遣し、当該学

生がリバースメンターとなって、数学モデリングの観点から教員やその他の学生を指導する。これに

より、学生が数学で他分野の研究に貢献する過程を経験することで、学生本人のスキル向上とその分

野への革新的な数学モデリングと解析手法をもたらすことにつなげ、さらに、ダ・ヴィンチプログラ

ムの分野融合の特色を体現し、効果的な実績の蓄積・定着に貢献し、大学全体の大学院改革に資する。

また、「マルチメンター制」（P11 参照）と国際展開によって創発力の養成を加速する。国際展開では、

教育の質保証と教員・学生交流の深化のため、本学の戦略的パートナーであるイリノイ大学アーバナ

-シャンペーン校（UIUC、米国）や IMIが分室を置くラ・トローブ大学（豪州）との連携を強化する。

UIUC は気象分野や医学分野など諸科学分野との連携を第一線で活発に行っている研究者が豊富であ

るほか、キャンパス内にあるリサーチパークでのインターンシップも盛んである。そうした環境下で

学生がグローバルメンターや現地学生と研究活動を行うことで、国際的にもレベルの高い創発力が涵

養される。また、IMI の主導で 2014 年に設立した国際的産業数学研究ネットワークであるアジア太平

洋産業数学コンソーシアム（APCMfI）には、アジア・オセアニア地域の有力な研究機関・研究者が多

数参画しており、そうしたリソースも活用して学生を 3ヶ月程度海外へ派遣し、言語や文化の異なる

国際的環境下で創発力を養成する。 
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

MFF 養成を支える特色ある取組 

○ マルチメンター制度 主要研究分野とは異なる分野担当の共創メンター、海外研究者によるグロ

ーバルメンター、ポスドクによるヤングメンター、他のメンターを総括する数学系の主研究メンタ

ーの 4人体制、場合により産業界の現場の観点から実務メンターも加えた複数教員による研究指導

を行う。入口から出口まで手厚く学生をサポートする仕組みを通し、主に学生の創発力を養成。

○ マス・フォア・イノベーションセミナー 講演者・テーマ・場所の選定・交渉等、全体の企画から運営、

社会への発信まで学生が主体的に実施。学生の申請に基づき必要な経費支援を行う。社会科学系を含

む共創分野の問題を積極的に取り上げ、主に共創力の養成を図る。

○ 金融業界セミナー 経済学系学生の就職支援のため、福岡県と共催。企業での創発力養成を図る。

【審査体制と質の保証】

審査体制 全体を統括する「プログラム実施委員会」が、担当教員を構成員とする既存の学府とは独

立した「MFF 評価委員会」、及び「MFF 審査委員会」を各審査・試験に応じてそれぞれ設置。MFF 評価

委員会は資格試験や学位審査に当たるとともに、マルチメンターと連携し、年 2回程度提出の研究進

捗状況報告書により学生の状況を常に把握する。これらを踏まえ必要な助言を与え、学生自らの主体

的・独創的研究方針の策定と推進を促し、研究活動の到達度を厳格に確認・審査して質を保証する。

学位審査と資格試験 ①修士号 提出された論文と口頭発表に基づき、MFF 評価委員会が審査を行う。 

②Prelims （博士前期課程修了時の進学資格審査） 学生の口頭発表により、修士論文の学術的な達

成度、課題解決マインドの醸成度を評価する。これとコースワークの絶対評価による成績を総合して

数学力、統計力、モデリング力、共創力の到達度を判断し、博士後期課程への進学を審査する。審査

は MFF 評価委員会が主宰し、メンターを含むプログラム担当教員と「MFF 外部評価委員」が構成する

MFF 審査委員会(Prelims)が実施する。

③Preliminary Thesis Exam（博士後期課程 2年次終了時の資格審査） 研究の背景・過程・今後の戦

略、数学共創実践に関する口頭発表、提出資料に基づき、MFF、特に創発力の到達度、及び博士論文に

至る研究戦略を評価し、博士論文執筆資格を審査する。審査は MFF 評価委員会が主宰し、マルチメン

ターを含むプログラム担当者に、世界的に著名な外部有識者を加えた MFF 審査委員会(Preliminary

Thesis Exam)が総合的に実施する。主査は指導教員以外の教員が担当する。

④博士号 MFF 評価委員会は、学生の口頭発表に基づき予備審査を行い、学術的観点及び本構想の育

成すべき人材像との整合性の観点から、本審査に進む資格の有無を審査する。本審査はプログラム実

施委員会が設置する MFF 審査委員会（博士号）が行い、博士論文と公開口頭発表（ディフェンス）に

より、世界的水準からの学術性と MFF の総合的達成度を審査する。委員会は担当教員と共創分野の世

界的な著名研究者等から構成、主査は指導教員以外が担当する。

【優秀な学生の獲得方策】

優秀な学生を継続的に確保するため、1学年で概ね数学系 7名、情報系 3名、経済系 1名、他分野 1

名の計 12 名程度の受入れを基本としつつ、その他ハイレベルの企業研究者や留学生の博士後期課程

への編入を促進。本構想独自の具体的取組として、以下を実施。 

〇 リクルートメント 本構想独自の説明会（ハイブリッド形式で実施）やプロモーションビデオ、

SNS の活用はもちろん、高校生から社会人までを対象に積極的・恒常的なリクルートメントを推進。

特徴的取組としてマス・フォア・イノベーションカフェを実施。これは、学生企画による講演・ポス

ター発表・交流会を参加者全員の顔が見える規模で定期的に行うもの。数学科学部生に加え、共創メ

ンターとヤングメンターの協力のもと、他分野の学部生等の参画を得て、直接的なリクルートメント

の機会とする。また、スタディグループやマス・フォア・イノベーションセミナー、さらにはオープ

ンキャンパスや公開講座・企業研究者による集中講義もリクルートメントの場としてフル活用する。

〇 アドミッション 可能な範囲でオンライン形式でも入試を実施。数学以外の分野が専攻の志願者

も含め、多様な学生にも配慮して数学の幅広い分野から選択できる形で試験問題を作成する。

〇 海外協力機関との連携 UIUC、ラ・トローブ大学、APCMfI 加盟校に加え、トリノ工科大学、ルン

ド大学、復旦大学を重点校と位置付け、当該大学からの優秀な留学生に優先的に奨学金等を充当する。 

〇 卓越社会人博士課程制度 企業と連携し、博士前期課程修了時点で当該企業に就職・籍を置きな

がら、同時に博士後期課程に進学する先駆的取組。我が国において初めて組織的に実施。これにより、

学生の経済的支援・キャリア形成といった、日本の博士課程進学者の減少の主な原因の解決に資する。

まずは、社内の関連制度が整っている富士通研究所と開始し、年間３名程度の受入れを目指す。
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数理学府：産学連携教育実績は数学系でトップ
マス・フォア・インダストリ研究所：⽇本で唯⼀の産業数学研究所

システム情報科学府：⽇本有数の分野横断型教育実績
経済学府：⽇本で唯⼀の経済⼯学専攻

統計力

数学力

創発力
医療
医学

地域
振興

経営

生物

エネルギー

ビジネス

政策立案

感性

物理

気候

脳科学

Legal tech

数学に基づく
データ解析教育

異分野ラボで共同研究

異分野教員・学⽣を
数学モデリングで指導

数学創発
モデリング

数学共創モデリング

共創⼒強化
インターンシップ
国際・異分野・産学

卓越社会⼈博⼠課程制度 博士前期課程修了後に就職
同時に博士後期課程に進学

マルチメンター制 数学研究・異分野・国際・ヤング・実務

徹底的な数学教育

新しい分野横断型教育
⼤学院改⾰へ波及

強⼒な国際連携 学生・若手教員の相互派遣
クロスアポイントメント制度

社会課題で
実践教育

マス・ファイブ・フォースの⽊

ラ・トローブ⼤学

イリノイ⼤学
アーバナ-
シャンペーン校

九州⼤学

共創力

モデリング力

農業

マス・フォア・イノベーション プロフェッショナル

国際的に優れた数学⼒・統計⼒を基盤に、
数学モデリングを通して各分野で共創し、

イノベーションを創出する卓越した数学博⼠⼈材

マス・フォア・イノベーション
卓越大学院

計算
科学

デザイン

宇宙

制御

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）12



様式２

◎プログラムとして設定する検証可能かつ明確な目標【１ページ以内】

項　目 内　容 実績 備　考
国際学会の発表者数 2021年度  年4名程度

2022年度  年8名程度
2023年度　年12名程度
2024年度　年16名程度
2025年度〜2026年度  年20名程度

2021年度 4名（うち代替措置：4名）
2022年度 21名（うち代替措置：4名）
2023年度 17名

主に①数学力、②統計力、③モ
デリング力を強化

国際ジャーナルへの
掲載数

2022年度  年2件程度
2023年度　年4件程度
2024年度　年7件程度
2025年度～2026年度　年10件程度

2021年度 1件
2022年度 5件
2023年度 8件

主に①数学力、②統計力、③モ
デリング力を強化

海外連携先機関数 2020年度〜2023年度  7機関
2024年度～2026年度　10機関

2020年度～2023年度
7機関

主に①数学力、④共創力、⑤創
発力を強化

受賞件数 2021年度〜2023年度  年1件程度
2024年度～2026年度　年2件程度

2021年度 1件
2022年度 4件
2023年度 7件

主に⑤創発力を強化

IMIコロキウム開催数 2021年度〜2026年度  年8件程度 2021年度 8件
2022年度 8件
2023年度 10件

主に④共創力を強化
主に産業現場で生起した数理的
問題に関する企業研究者による
講演を実施

卓越社会人博士課程
制度適用学生数

2023年度〜2024年度  年1名程度
2025年度～2026年度　年3名程度

2022年度 1名
2023年度 1名

主に⑤創発力を強化
安定的に教育研究活動に取り組
めるよう、全ての学生が何らか
の経済的支援等を受けることを
目指す

企業客員教員講義 2021年度〜2026年度  年2件程度 2021年度 1件
2022年度 2件
2023年度 1件

産業界との連携

日本学術振興会特別
研究員採択者

2022年度〜2026年度  新規採用年1件程度 2022年度 3件
2023年度 1件

安定的に教育研究活動に取り組
めるよう、全ての学生が何らか
の経済的支援等を受けることを
目指す

海外機関等での長期
インターンシップを
実施した学生数

2022年度〜2023年度  年2名以上
2024年度～2026年度　年7名以上

2022年度 2名
2023年度 5名

主に④共創力を強化
（Visa、目的の特殊性から海外
活動が適さない場合は日本国内
の活動も含む）

スタディグループ・
ワークショップの課
題件数

2022年度〜2023年度  年3件程度
2024年度～2026年度　年4件程度

2021年度 2件
2022年度 3件
2023年度 6件

主に④共創力を強化

分野横断的共同研究
課題数

2021年度〜2022年度  年1件程度
2023年度〜2026年度  年3件程度

2021年度 2件
2022年度 1件
2023年度 3件

主に④共創力を強化

産業界との共同研究
に参画した学生数

2021年度〜2022年度  年1名以上
2023年度〜2026年度  年3名以上

2021年度 1名
2022年度 3名
2023年度 5名

主に④共創力を強化

留学生・社会人学生
の割合

2021年度〜2026年度  20%以上 2021年度 20%
2022年度 27%
2023年度 27%

国内外から多様な学生を確保

月10万円程度もしく
はそれ以上の経済支
援を受ける学生数

2021年度  10名以上
2022年度  20名以上
2023年度〜2026年度  年30名以上

2021年度 13名
2022年度 20名
2023年度 36名

安定的に教育研究活動に取り組
めるよう、全ての学生が何らか
の経済的支援等を受けることを
目指す

標準修了年度内で学
位取得する学生の割
合

2023年度〜2026年度  75%以上 2023年度 75％

民間機関に就職する
学生の割合

2023年度〜2026年度   50%以上 2023年度 67％ 研究者に留まらない、多様な
キャリア形成を推進

国際シンポジウムの
開催数

2020年度〜2026年度  年1回以上 2020年度 2回
2021年度 1回
2022年度 4回
2023年度 2回

主に⑤創発力を強化

(機関名：　九州大学 プログラム名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院　)
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様式２

◎本プログラムの学生受入に関する事項【１ページ以内】

本プログラムの学生受入開始（予定）年月日

本プログラムの学生受入予定人数

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 0 ）

12（ 0 ） 2（ 2 ） 4（ 4 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） （ 6 ）

12（ 0 ） 12（ 0 ） 4（ 2 ） 4（ 0 ） 0（ 0 ） （ 2 ）

12（ 0 ） 12（ 0 ） 14（ 2 ） 4（ 0 ） 4（ 0 ） （ 2 ）

12（ 0 ） 12（ 0 ） 14（ 2 ） 14（ 0 ） 4（ 0 ） （ 2 ）

12（ 0 ） 12（ 0 ） 14（ 2 ） 14（ 0 ） 14（ 0 ） （ 2 ）

12（ 0 ） 12（ 0 ） 14（ 2 ） 14（ 0 ） 14（ 0 ） （ 2 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ） 0（ 0 ）

本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標

R8
(2026) 66

③

令和５年度〜６年度　年４名
令和７年度以降　年14名

R5
(2023) 46

R6
(2024) 56

R7
(2025) 66

R2
(20２0) 0

R3
(2021) 18

R4
(2022) 32

R7
(2025) 66

R8
(2026) 66

博士課程（4年
制）1年

博士課程（4年
制）２年

博士課程（4年
制）3年

博士課程（4年
制）4年

計 合計

R5
(2023) 46

R6
(2024) 56

R4
(2022) 32

R2
(20２0) 0

R3
(2021)

①

2021年4月1日

②

各年度における本学位プログラムの在籍予定学生数を該当する表に記入してください。括弧内はそのうち課程の途中から編
入を受け入れる予定数を記入してください（編入を受け入れる予定数は、年度ごとに記入してください。編入を行う予定の
年度の翌年度以降は、当該編入予定数は在籍予定学生数に含めてください。）。
※「プログラムの基本情報」（様式１）の「７．授与する博士学位分野・名称」に記載の学位を授与する予定の学生数を記
入してください。

※計及び合計欄は自動的に入力されます。

博士前期課程
1年

博士前期課程
2年

博士後期課程
1年

博士後期課程
2年

博士後期課程
3年

計

18
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

（３）大学院全体のシステム改革【２ページ以内】
（申請大学全体として大学院全体のシステムをどのように改革するのかについて、本事業による取組はどのような位置
づけで、どのような役割を果たすのか、取組のどの様な要素を大学院全体に波及させるのかという観点から、現状と課
題を踏まえた上で、具体的に記入してください。 

また、本年度に本事業に申請している他のプログラム、本事業に既に採択されたプログラム、博士課程教育リーディ
ングプログラムの採択プログラムがある場合には、貴学における大学院全体のシステム改革構想の観点から、これらの
プログラム及び本申請について、それぞれの役割、位置付けを明確に説明してください。特に、本事業に既に採択され
たプログラムについては、既採択プログラムの構想の中で示した大学院システム改革の取組状況を記入するとともに、
大学院システム改革と本事業による取組の関係を明確にしてください。）

※ポンチ絵等の資料を添付することはできません。

【本学の大学院システム改革における位置づけ】 

基本理念 

 本学では、創立 100 周年を迎えた平成 23 年に、次の 100 年のための「基本理念」として「自律的に

改革を続け、教育の質を国際的に保証するとともに、常に未来の課題に挑戦する活力に満ちた、最高水

準の研究教育拠点となる」ことを標榜した。 

九州大学大学院教育改革指針 

この基本理念を実現するために、アクションプランを策定し、当該プランに基づき全学を挙げて様々

な取組を実施している。特に大学院改革の更なる推進に向けて、平成 30 年に「九州大学大学院教育改

革指針」（以下、改革指針）を、総長が本部長を務める教学マネジメント組織である「教育改革推進本

部」（P19 参照）での検討及び教育研究評議会の機関決定の下に策定した。 

改革指針には、産業界をはじめとする社会のニーズに対応した教育の展開、外国人教員や学外専門家

の登用等による学位審査体制の強化等の実現・推進すべき項目を盛り込んでいるが、最重要事項として、

新たな分野横断型学位プログラムである「ダ・ヴィンチプログラム」の構築を掲げている。 

ダ・ヴィンチプログラム 

我が国の大学院教育システムは、既存の学問分野を超えた新たな境界領域を創出し発展させること、

それを担う教育環境の整備が不十分であるという課題を抱えている（P19 参照）。ダ・ヴィンチプログラ

ムは、この課題解決のために検討した枠組みであり、本学の卓越大学院プログラムは全てこの枠組みに

基づく先導モデルとして構想されている。その主な特徴は以下のとおりである。

① 複数の学府が参画し、学問分野をまたがった社会的課題を解決する人材を育成

② 学生の課題意識に基づく柔軟な科目履修が可能（オーダーメイド型カリキュラム）

③ プログラム独自の 3つのポリシーや入学定員の設定、学生募集、学位審査・学位授与の実施

④ 最先端の教育研究活動のための企業や海外大学等の学外組織との連携 等

当該枠組みは、令和 2年度から新たに始まった「研究科等連係課程」制度を活用するとともに、同制

度が求める最低限の要件に加えて、上記①～④にあるような観点の質や実現可能性を教育企画委員会に

おいて厳格に審査・認定するものである。 

令和 4年度には、本学で初めての研究科等連係課程実施基本組織として本構想の実施組織「マス・フ

ォア・イノベーション連係学府」を設置し、ダ・ヴィンチプログラムとして認定した。 

このような複数の学府が参画して構築する新たな学位プログラムの枠組みは、以下に示すような独自

の制度的・環境的土壌を有する本学だからこそ、高い水準で構築・実施できるものである。 

○ 「学府・研究院制度」：平成 12 年度に我が国で初めて大学院の教育研究組織である「研究科」を、

教育組織「学府」と研究組織「研究院」に分離。これにより、教員の研究活動の安定性を確保しつ

つ、自由で柔軟な教育組織やプログラムの設置・再編・活動が可能。

○ 「伊都キャンパス」：平成 30 年度に完成。単一キャンパスとして国内最大規模を誇る。一つのキ

ャンパス内に人文社会科学系から理学、工学、農学の拠点が設置され、日常的に各拠点が融合した

教育活動が可能。

○ 「21 世紀プログラム」：平成 13 年度に開始。全ての学部の枠組みを超えた横断的な教育プログ

ラム。学生は、特定の学部・学科に所属するのではなく、自分の「やりたいこと・学びたいこと」

の実現に向けて、全ての学部の科目から、カリキュラムをオーダーメイドで創る。（令和 5 年度終

了）

○ 「共創学部」：平成 30 年度に、21 世紀プログラムを発展させて設立。多様な人々との協働から異

なる観点や学問的な知見の融合を図り、新たなものを創造する「共創」がコンセプト。全学の研究

院に所属する教員が集結し、教育活動を実施。本構想は、当該学部で高い水準の学際的素養を身に
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

つけた卒業生をリクルートメントし、更に「高度な知のプロフェッショナル」として養成するため

の受け皿としても機能しうる。 

Kyushu University VISION 2030 

本学は、指定国立大学法人構想において、2030 年に目指す姿として、多様な「知」と「人材」を結集

して、新たな価値創造の基盤となる研究とイノベーションの創出を牽引し、自然科学系と人文社会科学

系、さらにはデザインを加えた知による「総合知」によって、社会的課題の解決とそれによる社会・経

済システムの変革に貢献する「総合知で社会変革を牽引する大学」を掲げ、これを実現するため、「Kyushu 

University VISION 2030」を策定した。その中で、教育に関しては、「新たな社会をデザインする力と

課題を解決する力を有し、グローバルに活躍できる価値創造人材を育成する」ため、分野融合型学位プ

ログラムを展開することとしており、マス・フォア・イノベーション卓越大学院プログラムは、そのフ

ラッグシップモデルとして位置づけている。

【大学全体へ波及させるプログラムの要素】 

 本構想では、数学共創モデリングや数学創発モデリングにおいて、学生が異分野教員や研究室に出向

き、そこで共同研究・共著論文・学会発表に向けた協働活動やリバースメンター活動を行うなど、縦と

横のマルチ方向の連携・融合の深化を推進する。このような組織や分野を横断したダ・ヴィンチプログ

ラムの枠組みは、今回参画する数理学府、システム情報科学府や経済学府以外の学府や教員にも拡大・

波及させることが可能な要素である。また、リバースメンターとして学生が構想のノウハウ・成果の蓄

積・定着・普及に貢献し、ひいては学内の大学院改革に資するということも、本学のみならず他大学に

も波及しうる先駆的な要素である。さらに、卓越社会人博士課程制度の組織的な開発・実施は我が国の

大学初であり、人材育成のみならず産学連携の基盤構築にも大きく寄与するものと期待できる。本制度

は、学内はもちろん、産業界にも大きな波及効果をもたらす要素として強力に推進する。

なお、本構想は、その申請から実施まで、総長のリーダーシップによる全学の運営体制の中で PDCA

サイクルを回していくこととしている（P20 参照）。このサイクルの過程で、未来人材育成機構及び構想

参画部局を中心に、優れた学位プログラム構築の全般的なノウハウを全学に蓄積・波及していく。

【既採択プログラムの取組状況と本事業との位置づけ】 

博士課程教育リーディングプログラムの取組状況 

本学の 3つの博士課程教育リーディングプログラム（以下、「リーディングプログラム」）は、令和元

年度を以て全ての採択プログラムの補助期間が終了したが、リーディングプログラムの教育研究のエッ

センスを発展的に継承した新たなプログラムを開始するなど、いずれも補助期間終了後、その後継の取

組を実施・継続している。

 これらのリーディングプログラムでは、 

〇 既存の学府の専門・壁を越えた教育システムの構築 

〇 研究者のみならず広く産学官で活躍するのに必要なリーダーシップ・俯瞰力・コミュニケーション

能力の養成 

〇 学生が大学や研究室を飛び越えるための企業との連携 

など、これまで個別の取組にとどまっていたものを学位プログラムとして体系化した。例えば専門分野

の異なる者がグループを形成し、リサーチプロポーザルを行う取組が、他のプログラムでも導入される

など、蓄積されたノウハウ・成果は着実に本学の大学院改革を牽引してきている。これらの体系化され

たコンセプトは引き続き卓越大学院プログラムにも引き継ぐ。一方で、リーディングプログラムでは、

所属する専攻の修了要件に加え、プログラム独自の科目を履修しなければならない「副専攻形」の学位

プログラムとして実施してきたため、学生の過負荷の問題が存在した。 

博士課程教育リーディングプログラムにおけるノウハウ・成果の本構想への継承 

上記問題に対応するため、本構想では、リーディングプログラムで蓄積した学位プログラム構築のノ

ウハウ・成果を最大限に継承・発展させ、既に述べた国の研究科等連係課程（P15 参照）を土台にした

「主専攻型」の学位プログラムとして、当該プログラム独自の修了要件により、独自に学位の授与を行

うダ・ヴィンチプログラムとして実施する。このように、国からの財政支援により得られたノウハウ・

成果を基に、切れ目なく新たな要素を盛り込んだ重要学位プログラムを構築・実施・波及させていくこ

とで、全学の大学院改革を強力に牽引することとしている。
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

（４）プログラムの特色、卓越性【２ページ以内】
（申請するプログラムの特色、卓越性に関して記入してください。その際、様式 1「５．設定する領域」において選
択した「最も重視する領域」を踏まえ、①学術活動の水準、②これを前提とした教育プログラムが、国際的な観点か
ら見て卓越性を有していることを必ず記載し、明確に説明してください。） 

※ポンチ絵等の資料を添付することはできません。

【学術活動の水準】 

本構想に参画する数理学府、システム情報科学府、及び経済学府の特徴は、P8【九州大学で取り組む

必然性】に記載したが、これらの学府が有する教育面の強み・実績を高水準の学術活動の面から支える

組織を以下に示す。 

マス・フォア・インダストリ研究所（IMI）

アジア初の産業数学研究所として 2011 年に設立。日本における唯一の産業数学拠点として極めて活

発な活動を国内外で行っている。一定数の専任所員を配置し、優れたレベルでの基礎数学理論も研究

しながら産学連携活動を盛んに行い、高度な大学院教育にも関与している研究所は世界的に見て非常

にユニーク。これまで多様な分野において、数学を

基盤とする社会実装を含む産学・異分野連携を組織

的に実施。IMI 出身の教員が現在、産業数学分野で

世界を牽引（右表参照）。 

国際ネットワークも充実。特に以下の２校につい

ては、本構想における国際共創力強化インターンシ

ップ、留学生獲得重点校や若手教員やヤングメンタ

ーの相互派遣等の取組で中心的パートナーとなる。 

○ イリノイ大学アーバナ‐シャンペーン校（UIUC、米国） 本学の戦略的パ－トナーシップ締結校で

あり、学内の様々な学部・学府が連携活動を行っている。特に数学分野は米国トップクラスであり、

かつ異分野連携が盛んに行われている他、キャンパス内にインターンシップや共同研究を実施でき

るリサーチパークを有しているなど、本構想の海外連携校として必要な条件を揃えている。

○ ラ・トローブ大学（豪州） IMI 分室を設置。専任外国人教員を配し、多くの学生・教員の相互派

遣実績を蓄積。特に応用数学・統計に強く、農業を初めとする異分野連携にも特徴。世界 135 機関

の 305 名が加盟するアジア・太平洋産業数学コンソーシアム(APCMfI)の本部としての役割も果たす

など、当該地域での産業数学ネットワークの要である。

その他、国際的学術誌や国際学会における実績は以下のとおり。 

○ 国際的学術誌 International Journal of Mathematics for Industry

(World Scientific、2009 年創刊)、叢書 Mathematics for Industry

(Springer-Nature)の刊行（既刊 33 巻）。編集委員に著名研究者多数

参画。その他、種々の国際学術誌の編集長・編集委員への就任。

○ Forum “Math-for-Industry”の主催(2009〜）、スタディグループを日本初開催（2010～)。

○ ICIAM：応用数学の 4 年に 1 度のコングレス。ICIAM2019 では ICIAM からの要請で IMI から日本企

業の招待講演者 2 名を推薦、APCMfI のミニシンポジウムを 3 セッション企画（アジア太平洋諸国

から 12 名講演）。ICIAM2023（東京）組織委員会(12 名)に IMI から 2名が参画。さらに IMI 所長の

梶原教授が 2023 年 10 月より特別役員。

汎オミクス計測・計算科学センター 

 2019 年 4 月に IMI を含む学内 5 つの研究拠点が連携して設立。計測科学・データ科学・計算科学・

数理科学を融合した「汎オミクス科学」のスキルと世界レベルでのコラボレーションスキルを備えた若

手研究者を育成。この特長を活かして、本構想の数学共創モデリングの派遣先として利用。 

また、参画学府等の大型競争的資金獲得や教員の受賞実績等は以下のとおりである。 

1. 大型競争的資金の獲得

○ 2019 年度時点で採択の数学の科研費基盤(S)13 件中、3件が九大で採択（九大 3 件、東大・京大・

阪大 2 件、名古屋・神戸・慶應義塾・早稲田 1 件）。

○ ARC Discovery Project （オーストラリア政府の比較的大型の科学研究費）1件(2016〜2020）

○ 文部科学省委託事業「数学アドバンストイノベーションプラットフォーム」（2017〜2021）受託

○ CREST 6 件、さきがけ 3件、未来社会創造事業 3件、国際共同研究加速基金 1件（2019 年度時点） 

高木剛（IMI P→東大P）
平岡裕章（IMI AP→東北大P→京大高等研究院P）

木村正人（IMI AP→金沢大P）
千葉逸人（IMI AP→ 東北大P）

二宮嘉行（IMI AP→統計数理研P）
小野寺有紹（IMI助教→東工大AP）

Trinh Khanh Duy（IMI助教→東北大AP→早大AP）
井元佑介（数理学府院生→東北大助教→京大高等研究院助教）

Kirill Morozov （数理・IMI PD → 東工大助教 → Univ. of North Texas, USA, AP）
Duong Dung（IMI助教→Univ. Wollongong Lecturer）

池松泰彦（数理学府院生→東大PD→IMI助教）
奥村伸也（数理学府院生→阪大PD→阪大助教）

Cid Reyes-Bustos （数理学府院生→IMI PD→東工大助教）等
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2. 受賞等

数理学府、マス・フォア・インダストリ研究所 

佐伯 修 2015 年度日本数学会幾何学賞 

藤澤 克樹 Graph500 ベンチマーク世界一（2023 時点で通算 18 期・8連覇中） 

長田 博文 2018 年日本数学会賞秋季賞・The Itô Prize 2013 (The Bernoulli Society) 

辻井 正人 2013 年日本数学会賞秋季賞受賞・国際数学者会議（ICM2014）招待講演 

神山 直之 2019 年第 8回藤原洋数理科学賞奨励賞・2020 年度文部科学大臣表彰 

廣瀬 慧 計算機統計学会 2015 年度論文賞 

田上 大助 日本計算力学連合 2019 JACM Fellows Award 

システム情報科学府

内田 誠一 「データサイエンスアワード 2016」最優秀賞・電気情報通信学会フェロー

(2019 年) 、平成 31 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」 

荒川 豊 令和 5年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」 

小野 謙二 日本機械学会流体工学部門フロンティア表彰（2019 年） 

経済学府 

三輪 宏太郎 SWFA Best Paper in Behavioral Finance (Southwest Finance Association 

2022 meeting) 

瀧本 太郎 日本応用経済学会理事（2018 年〜） 

大西 俊郎 応用統計学会誌編集長（2012〜2016 年）・日本統計学会小川研究奨励賞（2011

年） 

その他の学府 

竹村 俊彦 

(総合理工学府) 

Highly Cited Researchers 6 年連続選出中（2014〜2019 年） 

日本学士院学術奨励賞・日本学術振興会賞（2019 年） 

池田 達紀（工学府） 物理探査学会 論文業績賞（奨励賞） 

坂東 麻衣（工学府） 平成 30 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「科学技術賞」「若手科学者賞」・

2017 年度資生堂サイエンスグラント 

岡安 崇史（生物資源環

境科学府） 

2022 年度農業情報学会フェロー、2021 年度農業情報学会功績賞 

佐竹 暁子（理学府） 2019 年日本学術振興会賞 

【学術活動の水準を踏まえた教育プログラムの卓越性】 

以上のように、本構想はその実現のために必要な学術水準・実績を十分備えており、これらを背景に

以下のような卓越した教育プログラムを構築・実施するものである。 

○ 育成する人材像であるマス・フォア・イノベーション プロフェッショナルの姿を明確化。当該人材

が身につけるべき能力マス・ファイブ・フォース（①数学力、②統計力、③モデリング力、④共創力、

⑤創発力）を設定し、これらを養成するための基礎から発展、応用・実践までの５年一貫カリキュラ

ムを構築（P9-10 参照）。

○ 当該カリキュラム構築にあたって、本学独自の学府・研究院制度（P15 参照）、新たな学位プログラム

の枠組みであるダ・ヴィンチプログラム（P15 参照）、さらには研究科等連係課程制度をフルに活用。

これにより、日本の大学院教育の課題である専門に特化しない人材を育成するため、分野・組織横断

の科目メニューを用意し、学生の課題設定・関心に基づくオーダーメイド型カリキュラムを実現。

○ 特に、数学共創モデリングと数学創発モデリングは、他分野研究室・他分野教員との教育研究活動で

あり、本学の数学の強みとダ・ヴィンチプログラムの特色が相まって実現可能な先端的取組である。 

○ 共創力強化インターンシップは、本学が 2006 年に我が国の数学系では初めてインターンシップを開

始した実績（イリノイ大学アーバナ‐シャンペーン校も、本学にならってインターンシップを開始。

国際的にも大きなインパクト。）を踏まえて、更に先導的なものを構築・実施する。

○ 卓越社会人博士課程制度（P11 参照）の組織的な開発・実施も我が国の大学初である。本制度は、学

内はもちろん、産業界にも大きな波及効果をもたらすことが期待される。学生の経済的支援・キャリ

ア形成など、博士課程進学者減少の主原因の解決に加え、産学連携の優れたモデル作りにも資する。 
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（５）学長を中心とした責任あるマネジメント体制【２ページ以内】
（学長の考える現状の大学院システムの課題と、学長のリーダーシップの下でそれに対してどのように取り組むか、
また、学長を中心として構築される責任あるマネジメント体制を確保するための取組、大学全体の中長期的な改革構
想の中での当該申請の戦略的な位置づけ、高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みの継続性の担保と発
展性の見込みについて、大学としてどのように構想しているか、記入してください。） 

※ポンチ絵等の資料を添付することはできません。

【現状の大学院システムの課題】 

 近年、グローバル化の進展、価値の多極化、少子高齢化・それによる生産年齢人口の減少による社

会・産業構造の転換、自然災害・エネルギー問題を始めとする地球規模課題の発生等、大規模で複雑

な社会変動が起きている。この様な状況に柔軟に対応できる人材を養成するために、 

○ 関係する全ての教員・学生が、特定分野の専門のみならず、分野を超えて学ぶ姿勢を持つこと

○ 企業等をはじめとする、様々な背景を持つ人材の教育活動への参画を得て、社会に点在する知

を融合すること

により、既存の学問分野を超えた新たな境界領域を創出し発展させること、そして、これを担う教育

環境の存在が必要となっている。 

しかし、現状の我が国の大学院システムにおいては、これらの必要性に対応するマインド・体制を

十分に備えてこなかったという重大な課題を抱えている。 

 【総長を中心とした教育のマネジメント体制】 

未来人材育成機構 

このような課題の解決に資するために構築した

枠組みがダ・ヴィンチプログラム（P15 参照）で

あり、その構築を主導したのが総長のリーダーシ

ップの下に設置・運営する「教育改革推進本部」

であった。そうした中、大学院重点化大学として

世界トップレベルの研究大学を志向する本学にと

っては、研究力の強化はもとより、教育面では、

博士を中心とした国際的に優れた若手研究者を継

続的に輩出できる人材育成機能を強化していくこ

とが求められていることを受け「教育改革推進本部」を発展的に改組する形で、令和 5年 4月「未来

人材育成機構」を設置した。本組織は、「教育の司令塔」としての基本的な役割と機能を維持しなが

ら、入学前から博士課程修了までを一貫する学びの課程ととらえ、博士・修士・学士課程教育及び高

大接続の一体的な改革を推進する組織である。その特徴は以下のとおりである。 

○ 機構長を総長が務め、プロボスト、教育担当理事、国際担当理事、研究及び産学官連携担当理

事のほか、教育ＤＸ担当副学長、各部門長等を構成員とする「未来人材育成機構運営会議」にお

いて機構の運営に係る重要事項を決定。

○ 「教育改革企画室」、「評価・改善支援部門」、「博士教育改革・研究キャリア開発部門」、「学

部・修士教育改革部門」、「高大接続改革部門」、「産学共創教育部門」の１室・５部門を設け、多

岐に渡る人材育成の取組を広くカバーし、博士課程とそこにつながる修士、学部等、学生の学び

の各段階に対応できることとしている。

○ 機構は、多様なプログラムを情報や教員のネットワーク形成により有機的につなぐ連携のハブ

として、優れた実践や成果に関する情報の集積と共有、新たな人材育成モデルの開発等を通じ

て、本学の人材育成機能の向上を牽引する役割を担う。

卓越大学院プログラムの運営体制 

本構想では、未来人材育成機構運営会議にて実施状況の総括を行う等、プログラムを推進してい

る。それぞれの組織の構成・役割等は以下のとおりである。

① 「未来人材育成機構運営会議」：総長のリーダーシップの下、プログラムの実施に係る全学的な

課題の審議及び実施状況の総括をする。

② 「卓越大学院プログラム実施委員会」：プログラム責任者が部会長を務める。プログラムコーデ
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ィネーター及び担当教員等で構成。構想の企画・申請・実施・管理・報告・改善・提案・普及を

担う。 

③ 「卓越大学院プログラム事務室」：事務局長が室長を務める。関係事務担当者で構成。構想の推

進に必要な学内制度の見直し・提案を担う。

④ 「グローバルアドバイザリーボード」：外国人や企業関係者を含む学外有識者で構成。構想の評

価を担う。

このように、既に実績のある教学マネジメント組織である未来人材育成機構の下、PDCA サイクルを

回して構想を確実に実施して行くための、総長を中心とした恒常的・責任ある体制を構築している。 

 【継続性の担保と発展性の見込み】 

 以上のように、本学の卓越大学院プログラムは、総長のリーダーシップのもと、組織全体として実

施するものであるとともに、戦略的重要事項として、九州大学大学院教育改革指針及び指定国立大学

法人構想（P16 に記載）に明確に位置づけられており、その継続性は組織上も文書上も明確に担保さ

れている。 

 また、本構想がその枠組みの中で実施するダ・ヴィンチプログラムは、国の制度「研究科等連係課

程」を活用するものである（P15 に記載）。当該制度に基づいて新たな学位プログラムを構築・実施す

る際には、新たな学部や学府の設置と同様に、国の大学設置審議会における認可あるいは届出が必要

となっている。本構想も、令和 2 年度中に求められる基準を満たした上で設置審での手続きを経て開

始されるものであり、各大学独自の創意工夫に構築・実施が任されてきた（博士課程教育リーディン

グプログラムで多く採用されてきた）従来の「副専攻型」学位プログラムと比べ、制度上・手続き上

の堅実性及び継続性は一線を画している。

また、ダ・ヴィンチプログラムは、分野や組織を融合する枠組みのため、本構想の実施組織「マ

ス・フォア・イノベーション連係学府」の連係協力学府である数理学府、システム情報科学府や経済

学府以外の学府や教員にも拡大・波及させることが可能である。つまり、様々な分野や組織を巻き込

んでいける発展性こそがこの枠組みの最大の特徴の一つであるといえる。当然、学内外資金や関連す

る人事制度（P23 参照）も最大限活用し、大学として責任を持って、財政面・人材面から補助期間終

了後も本構想を継続・発展させていく。
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（６）学位プログラムの継続、発展のための多様な学内外の資源の確保・活用方策【１ページ以内】
（学位プログラムの継続、発展のための学内外資源に関し、①確保のための方策、②活用の方策について大学として
どのように構想しているか、様式５－１、様式５－２との関連及び具体的な算出根拠を示しつつ、記入してくださ
い。） 

※ポンチ絵等の資料を添付することはできません。

【学内外資源 確保のための方策】 

本構想は最終年度以降 1億 4千万円程度の事業規模（学内資源：9千万円、学外資源：5千万円）を

確保し、その継続・発展を図ることとしている。 

学内資源 

総長のリーダーシップの下、既に以下の経費や共同施設・設備等を優先的に充当していくことを決

定している。 

○ 構想の核となる教員複数名の継続雇用（全学管理人員の優先配置）

○ 学生支援のための経費（授業料支援 等）

○ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所等の研究施設・スペース、情報基盤研究開発セン

ターのスーパーコンピュータシステム"ITO"等の大規模計算設備

加えて、他の教員の雇用についても、本学独自の「大学改革活性化制度」の活用が可能である。こ

の制度は、中期目標・中期計画等に掲げる大学の将来構想の実現に向け、多様で秀逸な研究者等の確

保により、大学又は部局の教育研究活動の更なる強化・向上を図る改革計画に対し、厳正な審査を行

い、新たな教員の雇用に必要なポイントを一定期間措置することにより、永続性のある人事好循環を

生み出し、大学又は部局の活性化を図る制度である。平成 23 年度の制度導入以降、12 年間で 213 も

の研究者等を確保してきた。本構想で雇用する任期付き教員についても、本制度の有効活用により、

補助期間中あるいは終了後の継続雇用・構想参画が可能となっている。 

また、他の学生へ数学モデリングの講義を行うなどの条件を満たしたリバースメンターを TA として

位置づけることにより、これら学生の安定的な教育研究活動の推進に資する。 

さらに、これら以外の大学独自予算での学内施設の使用料・光熱水料の免除、全学管理・総長裁量

スペースの割当をはじめ、本学の持つあらゆる制度・資源を活用して、構想の着実な実施・継続・発

展を全面的に推進する。

なお、本構想を含む学内の教育研究活動の安定的実施のため、本学では、特定の財源によらない安

定的財政基盤の強化を目的とした以下のような取組を推進している。 

○ 民間の営業・金融業から即戦力となる人材をファンドレイザーとして増員、基金保有額を増加。

○ 間接経費率の引き上げを行い、研究教育環境の充実に繋げる。

○ 資金運用において、指定国立大学法人の指定を受けて運用の範囲が拡大したことを踏まえ、新た

に金銭信託を開始するなど、さらなる運用益の拡大に取り組んでいる。

○ クラウドファンディングやネーミングライツを着実に実施することにより、教育研究活動の広報・

情報発信や国民の理解増進等を図るとともに、得られた資金を活用し財政基盤を強化していく。

学外資源 

 学内 DC 研究員制度や卓越社会人博士制度、産学共創力強化インターンシップやスタディグループな

どの本構想で開発・実施する産学連携の取組への企業側の協力の強化、並びにこれらの教育分野の連

携の蓄積を活かした共同研究の実施・増加を図る。特に、IMIリエゾン戦略部門が知的アセットの価値

化とその学問への再投資の枠組み構築を進め、さらに産業界との共同研究を推進する教員も同部門に

配置し、共同研究の創出が持続的に展開できる環境を整えて、学外資金獲得がスムーズに進む体制を

構築する。企業等からの寄付金については、本学基金「産業数学人材育成プロジェクト」を活用する。 

 また、IMIや汎オミクス計測・計算科学センターなどの関係する研究所・研究センターが獲得した公

的な競争的資金や共同研究費も本構想の推進に充当する。 

【学内外資源 活用の方策】 

補助期間終了後も継続・発展的な構想の推進のために真に必要な経費に効果的に用いる。具体的に

は以下のようなものを予定している。 

○ 構想の核になる優秀な若手研究者（ヤングメンター含む）の雇用経費

○ クロスアポイントメント制度を活用した世界的に著名な教員の雇用経費（IMI では、イリノイ大

学アーバナ-シャンペーン校の教授を、本制度を使って雇用しており、これの更なる増員を図る） 

○ 戦略的な資金獲得・企業との調整・知財業務を担当する URAの雇用経費

○ 学生の安定的な教育研究活動に資する経済支援のための経費

○ 培ったノウハウや成果の学内外への普及のための活動費
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様式２ 

（機関名：九州大学  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マス・フォア・イノベーション卓越大学院）

（７）大学院教育研究に係る既存プログラムとの違い【１ページ以内】

＜プログラム担当者が、大学院教育研究にかかる既存のプログラムを継続実施中の場合のみ記載。そ

れ以外の場合は該当なしと記載。＞

（現在国の教育・研究資金により継続実施中である大学院教育研究に係るプログラム（博士課程教育

リーディングプログラム、その他研究支援プロジェクト等）に、当該申請のプログラム担当者が関わ

っている場合（プログラム責任者として複数プログラムに関与している場合を除く）には、当該プロ

グラム及び関与しているプログラム担当者の氏名を明記の上、プログラムの内容、対象となる学生、

経費の使用目的等、本プログラムとの違いを明確に説明してください。

特に博士課程教育リーディングプログラムについては、国の補助期間が終了している場合について

も、継続されているプログラムとの違いを上記にならい記述してください。）

※ポンチ絵は不要です。

本学では、３件の大学院教育研究プログラムを実施している。本構想とこれらのプログラムに重複

して担当している者は以下の５名である。 

○ 内田誠一（システム情報科学研究院 教授）：①②③に参画し、①事業統括支援、②学生選抜・教

育 DX 等、③事業統括を担当。本構想では数理・データサイエンス教育研究センターを担当しつ

つ、画像解析・実データ解析の実践的教育を実施。

○ 横尾真（システム情報科学研究院 教授）： ③に参画し、事業統括を支援しつつ、事業の推進及

び学生選抜・育成体制整備等の業務や事業統括の支援等を担当。本構想では数学共創モデリング

担当としてマルチエージェントシステムに関わる先端的教育に従事。

○ 中島直樹（病院メディカル・インフォメーションセンター 教授）：③に参画し、特にライフサイ

エンス系学生への支援業務を担当。本構想では、数学共創モデリング担当として、医療現場にお

ける大規模データ創出とデータ処理の基盤を構築、医療現場への成果還元を実施。

○ 岡安崇史（農学研究院 教授）：②に参画し、特に農学系学生への支援業務を担当。本構想では数

学共創モデリング担当として、スマート農業の先端的教育を実施。

○ 伊藤浩史（芸術工学研究院 准教授）：②に参画し、特に芸術工学系と生物学系学生への支援業務

を担当。本構想では数学共創モデリング担当として時間生物学における応用研究の教育を実施。

本構想と３つのプログラムの内容等の違いは以下のとおり。 

名称 内容 対象となる学生が

所属する主な学府 

「マス・フォア・

イノベーション卓

越大学院」

（本構想） 

国際的に優れた数学力を基盤に、数学モデリン

グを通して組織や分野の垣根を越えて各分野で

共創し、イノベーションを創出する卓越した数

学博士人材を育成

・数理学府

・システム情報科学府

・経済学府

①「ウェル・ビー

イングの実現に貢

献する高度人文情

報人材養成プログ

ラム」

（R4～R9） 

人文学で学びの主眼としてきた「人間存在の奥

深さ」「文化・歴史・社会の多様性」を踏まえつ

つ、情報管理学の知見とデータサイエンスの諸

技術の原理と活用法を学ぶカリキュラムによ

り、人文学的視点と情報学を活用できる知見の

双方を備えた分野横断的な高度専門人材を育成 

・人文情報連係学府（R7

設置予定）

②「未来を拓く博

士人財育成プログ

ラム」 （R6～）

高い研究能力に加えて俯瞰力、学際性、国際性

や幅広く高度なトランスファブルスキルを育む

とともに、キャリアパスの拡大にむけた支援の

提供に一体的に取り組み、我が国の科学技術を

発展させ、イノベーションを創出することので

きる卓越した博士人材を育成 

・全学府

③「「基盤」と

「応用」の相乗効

果で未来を拓く高

度 AI 人財育成プ

ログラム」

（R6～R8） 

次世代 AI 人材分野の研究者層を厚くするため、

同 AI 分野に資する研究開発に取り組もうとする

博士課程学生に対して、次世代 AI 分野の研究を

本格的に推進・先導し、イノベーション創出や

産業競争力の強化を担うリーディングサイエン

ティストを育成

・全学府
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